
6広報ひの

　

ま
ち
で
は
、
黒
坂
地
区
農
業
集

落
排
水
で
発
生
す
る
汚
泥
を
微
生

物
に
よ
り
水
と
炭
酸
ガ
ス
に
分
解

す
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、

　

月　

日
に
同
排
水
処
理
場
（
黒

１０

２７

坂
）
で
完
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

 
環
境
に
優
し
い
画
期
的
シ
ス
テ
ム

 　

こ
の
汚
泥
消
滅
化
シ
ス
テ
ム
は
、

島
根
県
雲
南
市
の
株
式
会
社
和
喜

産
業
（
宇
田
川
和
義
代
表
取
締
役
）

と
、
松
江
市
の
和
喜
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
栂
隆
喜
代
表
取
締
役
）
が
開

発
し
た
も
の
。
汚
泥
に
水
を
加
え
、

微
生
物
が
入
っ
た
６
つ
の
水
槽
を

順
次
通
し
て
発
酵
さ
せ
、
さ
ら
に

微
生
物
入
り
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の

チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
た
反
応
槽
に

入
れ
て
、
最
終
的
に
水
と
炭
酸
ガ

ス
に
分
解
す
る
と
い
う
画
期
的
な

仕
組
み
。
分
解
後
の
水
は
放
流
せ

ず
施
設
内
で
循
環
さ
せ
る
た
め
環

境
に
優
し
い
の
も
大
き
な
特
長
で

す
。
ま
た
、
汚
泥
処
理
に
か
か
る

費
用
も
大
幅
に
削
減
で
き
、
今
回

の
契
約
で
は
、
処
理
費
用
を　

㌫
４５

削
減
し
て
い
ま
す
。

　
実
証
実
験
施
設
と
し
て
建
設

 　

こ
の
施
設
は
全
国
初
の
シ
ス
テ

ム
実
証
実
験
施
設
と
し
て
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
建
設
費
用
（
約
３

５
０
０
万
円
）
は
和
喜
産
業
と
和

喜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
全
額
負
担
し
、

効
果
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
ま
ち
は

両
社
に
処
理
費
を
支
払
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

完
成
式
典
で
景
山
町
長
は
「
全

国
初
の
試
み
で
あ
る
こ
の
汚
泥
消

滅
化
施
設
が
、
こ
の
日
野
町
か
ら

全
国
に
広
が
っ
て
い
け
ば
と
て
も

喜
ば
し
い
こ
と
。
成
功
す
る
と
い

う
確
信
も
あ
る
が
不
安
も
あ
る
。

ま
ち
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

１
年
間
の
実
証
期
間
の
後
、
効

果
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
将
来
的
に

他
の
施
設
の
汚
泥
処
理
も
視
野
に

入
れ
た
検
討
を
す
る
予
定
で
す
。

環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
財
政
的
に

も
有
利
な
こ
の
施
設
に
、
大
き
な

期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

木材チップの入った反応槽

排水処理場に隣接する汚泥消滅化施設

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

梅
林
さ
ん
に
旭
日
小
綬
章

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
、
社
会
貢
献
し
た
人
た
ち
を
表
彰
す
る

「
秋
の
叙
勲
」
が　

月
３
日
、
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
、
日
野
町
で
は
、

１１

梅
林
豊
さ
ん
（
金
持
）
が
旭
日
小
綬
章
を
受
章
、　

月
６
日
に
知
事
公

１１

邸
で
伝
達
式
が
、
９
日
に
皇
居
で
拝
謁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

梅
林
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に
町
議
会
に
初
当
選
後
、
６
期　

年
に
わ

５４

２３

た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
、
経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
、
教
育
民

生
常
任
委
員
会
副
委
員
長
を
歴
任
し
、
平
成
３
年
２
月
か
ら　

年
間
議

１１

長
と
し
て
議
会
運
営
に
努
力
さ
れ
た
ほ
か
、
県
の
議
長
会
会
長
も
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
２
月
に
は
町
長
に
就
任
、
以
後
４
年
間
に
わ
た
っ
て
ま
ち

１４

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成　

年
発
生
の
鳥
取
県
西
部

１２

地
震
の
被
害
か
ら
、
議
長
・
町
長
時
代
を
通
じ
て
ま
ち
を
復
興
に
導
い

た
こ
と
は
最
も
大
き
な
功
績
で
す
。
今
回
の
受
章
は
、
そ
れ
ら
の
長
年

に
わ
た
る
地
方
自
治
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

受章のことば：「町が危機にあ
るこの時期にいただいていい
のかとためらいましたが、皆
さんのおかげと思い感謝して
います。今までで印象的なの
は、町民皆さんの力で西部地
震から復興できたこと。これ
が一番うれしいことでした」
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山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
展
示
部
門
で
は
、
町
内
の
文
化

サ
ー
ク
ル
な
ど　

団
体
に
よ
る
、

２１

手
芸
、
墨
彩
画
、
写
真
、
ち
ぎ
り
絵

な
ど
の
作
品
が
ず
ら
り
と
展
示
さ

れ
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　

役
場
前
駐
車
場
で
の
即
売
部
門

で
は
、
ま
ち
の
特
産
品
や
農
産
物
、

加
工
品
な
ど
の
即
売
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る
バ
ザ
ー

が
行
わ
れ
、
お
土
産
な
ど
を
買
い

求
め
る
人
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　

日
に
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

２１
わ
れ
た
芸
能
部
門
に
は
町
内
８
つ

の
文
化
団
体
が
参
加
し
、
コ
ー
ラ

ス
や
楽
器
演
奏
、
演
劇
な
ど
、
日
ご

ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露
、
客
席

か
ら
の
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

催
し
の
最
後
を
飾
る
の
は
、
恒

例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
。
今
回
は

　

団
体
か
ら
計
１
４
５
本
の
景
品

２５が
出
品
、
景
山
町
長
や
実
行
委
員

ら
に
よ
る
抽
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（総務企画課からの回答）

　ご質問ありがとうございます。

　現在日野町では、ツツジを「町の花」に、スギ

を「町の木」に指定していますが、「町の鳥」は指

定していません。

　毎年日野川に多く飛来するオシドリを町の鳥に

指定してはというご意見もお聞きするところです
が、町ではオシドリを保護している半面、農産物
などに有害な鳥としてカラスの駆除を行っていま
す。
　町では、オシドリもカラスも同じ野鳥としてと
らえており、一方を町の鳥に、一方を駆除すると
いうことは鳥獣保護の観点から相反することも考
えられます。
　町民生活に被害をもたらす以上、有害鳥獣の駆
除はやむを得ないところですが、オシドリについ
ては、今後も「まちのシンボル」として可愛がっ
ていただきますようお願いします。

●まちへのご意見・ご提案などなんでも提案箱へお寄せください。寄せられたご意見の一部と回答を紙上でご紹介します
●提案箱の設置場所＝町役場、役場黒坂支所、根雨および黒坂郵便局

展
示
・
即
売
・
演
芸
の

３
部
門
で
に
ぎ
わ
う

 

▼
生
き
い
き
「
ひ
の
」
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

『提案箱』に寄せられたご意見・

ご提案の一部をご紹介します。

（町内の方からのご質問）
　「町の鳥」指定について質問します。
　県内のいくつかのまちで町の鳥が指定されて
いるようですが、日野町での指定の動きについて
教えてください。

森の子合唱団のかわいいパフォーマンス

沖縄音楽のライブも

まちの芸術家の作品が一堂に

とれたて野菜などが並ぶ

きれいなハーモニーを聞かせる


